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2015年度鳥人間プロジェクトOB報告会

駆動・フレーム班 報告

31st 駆動・フレーム班長

杉山 拓弥

駆動御用達海峡の唐揚げ
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概要
活動内容

人力飛行機のFRP系・フレーム系・駆動系を担当

FRP系・・・主尾翼取付部，車輪取付部，駆動系マウント，桁接合部

フレーム系・・・フレーム

駆動系・・・上駆動部，下駆動部

その他・・・かんざし，コックピット周り

人数構成

31st (現3年)

早稲田 2名
日本女子 1名

32nd (現2年)

早稲田 4名
日本女子 0名

33rd (現1年)

早稲田 4名
日本女子 0名
津田塾大 1名
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FRP系
FRP系・・・主にCFRP（炭素繊維強化プラスチック）を使用

主翼マウント

・前年度より設計変更

→ヨー方向剛性上げ

・翼ロールずれ（TF）

→締め付けトルクで調整

尾翼マウント

・前年度より
設計変更せず

→複雑な機構

・鳥人間コンテストでの破損

→背風による破損

補強不足
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FRP系

翼接合部（フランジ） 車輪取付部

・ピッチずれ減
（前年度比）

→罫書き精度
の向上

・発生ピッチずれ（数カ所）

→締結穴を変えて調整

・’12年度機体
を参考

→製作性，
安全性を考慮

・軽量化のための肉抜き

→解析による安全率の確保

TFにて破損なし
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フレーム系

フレーム・・・人力飛行機の骨組み

CFRPパイプを組み上げる

設計

全体設計が担当

前年度より軽量化

製作・運用

引
き
渡
し

・前後ねじれなし

・軽量化（多分できてない）

・接合部補強増（前年度比）

定
盤
選
定

治
具
製
作

パ
イ
プ
や
す
り

接
着

積
層
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駆動系
駆動系・・・足元動力をプロペラ動力に変換する機構

ハウジング

・名古屋の中小企業に外注

→製作精度向上，作業時間削減

・A7075-T6を使用

軸

・大学の工作室に依頼加工

→製作精度向上，加工コスト削減

・A7075-T6を使用

スプロケット・ロックリング

・競技用自転車用を購入

→調達性，メンテ性
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班運営：課題と対策

課題 対策

・予算オーバー(50000円程度) ・CFRP材など高価部材の節約

→駆動部外注，設計変更など

・作業，設計の分業化

→(利点)効率化
(欠点)ミスの誘発，誤認

・工程管理(複数人で)

・上級生の強行日程(デスマ)

→(利点)効率化
(欠点)下級生が育たない

・下級生教育を早めに
→1年生の班分け時期の検討など
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・準備不足

→作業工程の共有
設計内容の確認

→荷重試験の延期
鳥コン破損時の対応 など

・W，トリプルチェックの常習化

→歩留まりの向上 など

→OBの有効活用



まとめ

鳥人間コンテスト出場機体の製作

FRP系・駆動系部品の設計・製作・運用

鳥人間コンテストでのフライトはできなかったが，
試験飛行で安全性・有用性を証明

設計・製作

運用

前年度，前年度以前の不具合の解消，改善

精度や効率によっては製作を外注に頼る
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主翼マウント
大阪府立大学堺・風車の会(’12年度)の
設計を参考に

鳥居（通称）を1本から2本へ

主桁

鳥居

上穴：高速セッティング用（1.80°）
中穴：ニュートラル
下穴：低速セッティング用（2.20°）

前年度より桁側の接着面積増（設計変更）
荷重試験以後は接着

フロントマウント

リアマウント

→試験飛行では中穴のみの使用

ホースバンドでの固定

→昨年度接着し，ヨーずれ
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尾翼マウント

設計は昨年度と全く同様

サーボホーン

ロッド

サーボホーン⇛尾翼桁

製作時に取り付けのミス

A

A部品→逆向きに取り付け

補強部材で対応

接着のみ（ロービング等せず）
⇓

鳥コン会場の強風(7m/s以上)にて剥離

(試験飛行では4m/s以上程度の風で中止，待機)

想定以上の風に対する対策不足
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フランジ
桁同士の接合に用いる部品，CFRP製

3点穴・・・迎角調整用

→1つの穴での迎角ズレ
他の2つの穴で調整可能

接着法の変更

昨年度
フランジ → リブ立て

主桁の罫書き線で接着

今年度
リブ立て → フランジ

⇓

⇓
リブピッチずれの発生

⇓
リブの取付線で接着

リブピッチずれの発生抑制

⇓
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かんざし

桁の径差を埋める部材

今年度はほぼ自作に変更

（中央翼-内翼は発注）

→桐の集積材を使用
・湿度による膨張率が小さい
・通販で偶然安価なものがあった

作り方

主桁

GFRP

かんざし(桐)

2kg減量前年度比

今年度昨年度

主桁

GFRP

CFRP
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車輪取付部

・前輪後輪1輪ずつの2輪を採用

3輪・・・’13年度機体で大破

4輪・・・試作の余裕なし

→自立安定性は3,4輪の方が優

2輪採用の理由

設計CAD図

接着後の様子

・軽量化のための肉抜き
→軽量化に拘るため肉抜き(400g)
安全率不足，肉抜き不要との声も

・大径輪のため取付部ねじり剛性不足の懸念

→補強部材の挿入（取付部組立後）

試験飛行での損傷はなし
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駆動部：構造

軸

ハウジング

ベアリング
(NTN製)

ロックリング

スプロケット

プロペラ

スペーサー

チェーン
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駆動系：ハウジング・軸

A7075-T6(超超ジュラルミン)製

→前年度と同様
信頼性の確保

班長の知人に依頼加工

A7075-T6(超超ジュラルミン)製
→前年度と同様
信頼性の確保

大学の工作実験室に依頼加工

→スプロケットの逆ねじの加工が困難
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駆動系：テンショナー
’12年度以来・・・チェーンドライブ方式を採用

→ねじりチェーン方式

’14年度駆動班長提供

・駆動間距離・・・1200mm以上に設定

⇓

チェーン落ち防止

・・・チェーン流れ

・ダブルプーリーの採用

→チェーンガイドの役割

・・・ばね張力

・スプリングによる張力調整

→”tension”erとしての役割

16


